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7. 

Aus dem Artikel des “Katoriku Daijiten”,Vol Ⅳ. Seite 17. 

・・・・・・・・・・・・・ 

 尾濃（尾張美濃）地方[に]キリスト教が伝えられたのはかなり早く、すでに 16世紀のこよ[「頃」

か]には 織田（信長）氏 の保護の下に強勢栄え、かの 26聖[人]殉教者中 5名の尾張人があるのをみても

いかに盛んであったかが知られよう。一方 北陸 地方にはキリシタン大名として名高い 高山右近 の熱心

によって 16・17世紀の付き合いに強勢が栄えた。徳川氏 の禁圧に巡って追時消滅するに至ったが、その

内にも尾濃国境付近には度々露見があり、今も多くの遺跡、遺物を損じている。 

 この地方に再び福音の曙光が差し始めたのは明治 16年（1883）のことであった。パリ外国宣教

会の宣教師が伝道士を伴い東京より来会し、名古屋南呉服町に仮布教施[設]を設立し、そこを根拠に尾

張、美濃、遠く北陸地方に巡回布教を開始した。 

明治 22年（1889）に A.ツルペンによって 名古屋主税町 に本教会が建設され、やがて 金沢 にも仮教会が

設けられ、ともに布教根拠となった。 

 大正元年（1912）におよび東京大司教区より富山、石川、福井の 3県は分離して新設された新潟

知牧区に属し、神言会 の手に委ねられることになったが、同 11年（1922）2月 18日に前記 3県に岐阜、

愛知の 2 県を併せてともに現在の名古屋知牧区が創設され、当時の新潟知牧ライネルスが兼任を命ぜら

れた、当時の 本教区所属教会は主税町、金沢、富山の 3 か所、司祭もわずか 4 名で、信者総数 185 を数

えるにすぎなかったが、その後強勢が着々と進展して・・・・・・・・・・・・・・ 

 

8. 

・・・・・明治 19年（1886）以来 10年間に岐阜は名古屋より出張されていた、あとしばらく布教事業は

絶える[｢て｣か]いたが、大正 15 年（1926）同所に出張所が再開された・・・・・・・ 

教育 、社会事業 としては明治 22 年（1889）主税町教会設立と同時に 小学校 を開き、翌年には 養老院

を設けたが、同 26 年（1893）閉鎖、小学校も同 33年（1900）閉校のやむなきに至ったが、昭和 7年（1932）

名古屋南山中学校を・・・・・・・・・・[“] 

Der Bericht des ersten Katechisten von Nagoya： 

[”]岐阜県および名古屋教会の略歴：明治 13 年（1880）8 月上旬夏休暇を利用して神父ヴィグルー、井

上秀斎（Hidetaka（ママ））と海路岐阜県本巣郡、席田村春近に巡回、秀斎の妹ミヤノに洗礼を授く、霊

名をモカ（モニカ？）といえり。同妹のキシエにも洗礼を授く。霊名をアガタといえり。同月神父および

秀斎は名古屋市本町の銭屋という旅館に宿泊して名古屋の名所を見物の折に同旅館の者より明治 3 年に

（1870）長崎の奉教人 300名は名古屋の西別院に囚人となりたことを聞きその功績を実見せられたり。 

囚人は毎日コンタツを手に持ち経文を唱えおりたることを聞けりという。その経文の言葉は解し得ざる

ども幾度“御イエズスの御母サンタマリア”と申したり。（この人は年齢 30余の者にして旅館の支配人な

り）。 

明治 14 年（1881）8 月神父テストヴィッドおよび秀斎は春近村に巡回[、]齢碩に洗礼を授く、霊名ルカ

という。同月神父および秀斎は名古屋伝馬町の木屋（もくや）という旅館に 1か月の間滞在して布教を試

みたり。しかし、仏教の盛大なるため未だ公教伝道するの良法なし故に毎日市中を四方に回り[、]諸名所

などを探り日を費やすこと 10 日、ここにおいて神父と協議、当時広小路（警察署の所）に Takarazu-za
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（ママ）という 

 

9. 

劇場を借り[、]学術演説を開きこと二夜[、]聴衆より大いに歓迎さられたり。しかれども 1名も旅館に訪

ね来る者なし、翌日旅館にてミサを終わり[、]相変わらず市中を歩行中[、]1人の者は神父に声をかけ：

貴殿は耶蘇の僧侶にあらざるかと尋ねられたり。神父は然りと答え拙者の旅館はこの kinbo（ママ）[｢近

所｣か]なれば来たり給われと申されたれば同人はただちに旅館に来たり[。]神父のいろいろの説明中天

文・地理のことを聞き大いに感動して天主様の子孫なることを bankashi（ママ）[｢勉強し｣か][、]毎日

のように来たり[。]kaishi（ママ）公教要理大意を bankai（ママ）[｢勉強｣か]するに至れば神父の熱心

なるミサの祈りも功ありてまず名古屋のペトロを発見したることを天主様へ感謝せり。かれこれするう

ちに予定の休暇も満ちたれば再び土地に巡回しその節には洗礼を施すべき公約をなし帰京の途につけり。

その後この人の熱心のなき世に天主様に祈願せり。 

明治 15 年（1882）8 月三度名古屋に神父エヴラール師と同行せり。今回も伝馬町の木屋にひとまず宿泊

してかの昨年発見した人に書状を差し出したれば同人はただちに来たりたり。同氏が少々失望したるこ

とは神父の代わりたりことなり。しかし天主様の神父は一心同体なること明説し同人にいよいよ熱心に

教理を極めることとなり洗礼を授ることとなれり。然るにこの大切なる名古屋のペトロの洗礼を旅館に

ては不安心かつ不便なりとて幸いに南伊勢町に適当な仮家のありしかばその家を借りこれを名古屋の初

めの仮教会となし某日曜日を牧して洗礼を授けたり。この人の霊名をルカと名付けたり。この奉教者は、

教会に生活し大正 10 年頃（1921）教会で永眠せり。 

 

10. 

進ルカ氏は盟友知己を誘導して教会に同行したれども全く恵みを受くるものは少数なりし[。]第 2 の奉

教者は高木パウロ、第 3 の奉教者は浅井弥助ペトロにてこれらの熱心者の祈りのためおいおい奉教者も

たすとなり[。]したがって各方面に伝道せねばならぬこととなれり。 

しかるに神父は永住できず年に 2[、]3回の巡回得るに限れり。週 3は名古屋の中心として岐阜県海津郡

高須町、東濃恵那郡土岐村、安八郡大須町および岐阜市毎週 1回ずつ伝道に巡回し岐阜に高須に土岐村、

大垣市数十人の奉教者を得たり。 

明治 17年（1884）頃教会を研屋町に移し同年より神父ツルペン師の永住せらるることとなれり。しかし

残念なることは神父ツルペン様が名古屋に永住となるとともに名古屋に全力をそそぎ高須、土岐、大垣、

岐阜の講習所を閉めることとなり[。]故にこの地の奉教者はあるいは市、あるいは他県に denshi（ママ）

[｢転し｣か]または廃教して今日残る奉教人は主なき羊の如き有様となれり。 

明治何年現在のところへ本教会を移したそれより秀斎の父病のために家業不可能となりしかば旧里春近

村に帰り医業を始めり。よりて菅井という奉教者（岐阜の人）秀斎に代わり伝道士となれり。 

現在の敷地はその当時 1坪 55銭にて秀斎の名義により買収す。その後名古屋の奉教者青山、三輪他 2名

は名古屋の教会を岐阜の人の名義におかば不都合ひとかたならずと神父に迫りてついに右 4 名の名義に

書き換えその 1/4 を東京の某人に売却せり。故にこの 4 名を除き前田神父の名となせり。その後誰の名

義なるやを知らず。 

大正 13年（1924）2月 8日。 井上秀斎記す。 
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海津郡高須町   中島  [中島與三郎]（死亡） 

   同男     Tomowo（ママ）（名古屋住） 

   同女     2名 （高須住） 

恵那郡土岐村 財産家 安藤茂佐、 Ishi（ママ）：Haashigata Shosai（ママ） 

      no Ito [「Kaisei」（ママ）か]  

以上 




